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ベトナム弁護士連合会作成 弁護士ガイドブック（2017 年） 
目次一覧（仮訳） 

 
＊以下の右端の数字は、和訳のページ番号を意味する。 
＊本翻訳は法務省法務総合研究所国際協力部から提供を受けたものである（なお、第 1 巻

第 8 章弁護士責任保険については、現地プロジェクトにおいて翻訳外注したものであ

る。）。 
 
第 1 巻 「弁護士及び弁護士業」     １ 
 第 1 編 弁護士、弁護士職業組織、弁護士の社会―職業組織 １ 
  第 1 章 弁護士の位置付け、役割及び社会的職能  １ 
   Ⅰ 弁護士業に関する認識     １ 

   Ⅱ 弁護士の位置づけ及び役割    ４ 

   Ⅲ 弁護士の社会的機能     ９ 

  第 2 章 弁護士職業組織      
   Ⅰ 職業領域の発展 
   Ⅱ 弁護士職業組織形式の選択 
   Ⅲ 活動の場所及び事務所の組織 
   Ⅳ 顧客接遇の規定 
   Ⅴ 弁護士職業組織の商標確認 

   Ⅵ 弁護士職責任保険 

   Ⅶ 弁護士と弁護士職業組織及び国家管理機関との関係 
  第 3 章 弁護士の社会―職業組織    １２ 
   Ⅰ 法律的基盤（根拠）     １２ 

   Ⅱ 位置づけ、役割     １３ 
   Ⅲ 弁護士の社会―職業組織の組織機構及び人事システム １５ 

   Ⅳ 結論       ２３ 
 第２編 法律サービス提供の場合の弁護士の共通職業スキル ６７ 
  第 4 章 弁護士の法律サービス提供範囲 
   Ⅰ 法律相談（諮問） 

   Ⅱ 訴訟への参加 

   Ⅲ 訴訟外の代表 

   Ⅳ その他の法律サービス 
  第 5 章 法律サービス提供の場合の、弁護士の共通スキル ２４ 
   Ⅰ 顧客との直接的接客スキル    ２４ 

   Ⅱ 弁護士活動における諮問スキル    ３３ 
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   Ⅲ 刑事、行政、民事、労働、婚姻、経営、商業事件における参加スキル ４６   
  第 6 章 弁護士報酬計算の基盤、サービス見積もりの手続、法律サービス契約の起草 
                                ６０ 
   Ⅰ 弁護士報酬計算の基礎、サービスの見積もり  ６０ 

   Ⅱ 法律サービス契約の起草    ６３ 

   Ⅲ 法律サービス契約の終了及び清算   ６６ 

   Ⅳ 法律サービス契約の様式（見本）   ６７ 
  第 7 章 他の法律職との、弁護士業の範囲の比較   
   Ⅰ 弁護士業の性質と範囲 

   Ⅱ 他の職業との弁護士業の範囲の比較 

  第 8 章 弁護士職責任保険（一部訳） 
   Ⅰ 弁護士職責任保険の法的枠組みと必要性   ７４ 

   Ⅱ 書く除外ポイント・各製品パッケージ・弁護士職責任保険に関連する不服申立て

の解決      ７７ 

   Ⅲ 注意が必要な点 

   Ⅳ 弁護士職保険を提供する会社のリスト、保険契約のモデル（見本）及び関連する

書式のモデル（見本） 
  第 9 章 弁護士業活動における税の計算、決算の制度 
   Ⅰ 共通事項 

   Ⅱ 弁護士事務所、弁護士会社の活動に関連する現行の法律文書 

   Ⅲ 弁護士事務所、弁護士会社の決算財政に関する問題 

   Ⅳ 弁護士職業組織の決算帳簿の見本 
 
第 2 巻 「刑事、行政、民事訴訟における弁護士業のスキル」 １ 
 第 1 編 刑事訴訟における弁護士の役割    １ 
  第 1 章 共通する問題     １ 
   Ⅰ 法律サービス提供における弁護士業のスキル  １ 

   Ⅱ 訴訟活動における弁護士の社会的機能   ２ 

   Ⅲ いくつかの困難、紛糾     ４ 
   Ⅳ 裁判における無罪推定原則、争訟原則   ７ 
   Ⅴ 訴訟参加時の、弁護士がしてはいけないこと、及び義務の範囲 ９ 

  第 2 章 刑事訴訟参加時の弁護士の基本スキル   １６ 
   Ⅰ 顧客の接遇、弁護、権利擁護の登録手続き  １６ 

   Ⅱ 捜査活動への参加     ２５ 
   Ⅲ 検察院、裁判所との関係における業務のやり取り、実施協力のスキル ３０ 

   Ⅳ 事件記録の研究     ３２ 
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   Ⅴ 尋問要領の作成     ３３ 

   Ⅵ 顧客の弁護、合法的権利及び利益擁護の論拠の準備 ３４ 

   Ⅶ 法廷における争訟スキルの認識及び操作   ３６ 
  第 3 章 麻薬事件における弁護士職のスキル    
   Ⅰ 麻薬事件の性質、特別な点 

   Ⅱ 麻薬犯罪者の心理の特別な点 

   Ⅲ 収容所における麻薬犯罪実行者の被告人との接遇、業務実施のスキル 

   Ⅳ 麻薬事件における証拠の収集、検査及び評価 
  第 4 章 汚職事件における弁護士業スキル 
   Ⅰ 汚職犯罪の特別な点と特徴的合図の確認 

   Ⅱ 汚職事件において、顧客の弁護、権利利益擁護の要請を受けること及び顧客の弁

護、権利利益擁護のため訴訟に参加すること 

  第 5 章 国家の安全を侵害する事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 国家の安全を侵害する犯罪の概要 

   Ⅱ 国家の安全を侵害する犯罪における顧客の弁護、権利利益擁護のスキル 

   Ⅲ “ベトナム社会主義共和国に反対する宣伝の罪”及び“自由民主権を利用して国

家の利益、組織、公民の合法的権利利益を侵害する罪”を弁護する時の留意点 

  第 6 章 未成年者（18 歳未満の者）を弁護、未成年者の合法的権益を、擁護する場合

における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 調整する各法律文書 

   Ⅱ 刑事責任年齢についての規定及び未成年者に対する刑事処分についての規定 

  第 7 章 法人の弁護、権益の擁護における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 法人の刑事責任の規定の必要性 

   Ⅱ 商業法人犯罪に対する刑事責任 

   Ⅲ 法人に対する弁護、合法的権利利益擁護のための訴訟参加スキル 

第 2 編 行政訴訟における弁護士職のスキル 
  第 8 章 共通する問題 
   Ⅰ 人民裁判所の行政事件審理の権限 

   Ⅱ 訴訟三者の資格確定 

  第 9 章 行政事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 行政事件における弁護士の争訟の特別な点 

   Ⅱ 行政事件の第一審段階参加のスキル 

   Ⅲ 第一審における弁護士の争訟スキル 

   Ⅳ 行政事件の第二審段階における争訟 
第 3 編 民事訴訟における弁護士業のスキル   ４１ 
  第 10 章 共通する問題       ４１ 
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   Ⅰ 民事訴訟事件の性質、特徴    ４１ 

   Ⅱ 民事訴訟事件と民事非訟の区別    ４１ 

   Ⅲ 弁護士活動と関連する民事訴訟の基本原則  ４２ 

   Ⅳ 民事訴訟における弁護士の権利義務   ４６ 
  第 11 章 民事事件における弁護士業のスキル   ４８ 
   Ⅰ 民事訴訟事件における弁護士のスキルに関する認識 ４８ 

   Ⅱ 顧客の接遇、権益擁護手続きの登録   ４８ 

   Ⅲ 紛争の法律関係の確定     ４８ 

   Ⅳ 訴状、緊急保全処分適用の申立書、反訴状の作成  ４９ 
   Ⅴ 民事事件における証拠の収集、検査、使用、評価  ５１ 
   Ⅵ 顧客とのミーティング、やりとり   ５１ 

   Ⅵ 証拠の提供、検査、評価、和解を行う期日への参加 ５２ 

   Ⅷ 訴訟事件記録の調査、証拠のシステム化、当事者の権利擁護計画の作成 ５２ 
第 4 編 具体的民事事件における弁護士職の機能   
  第 12 章 婚姻家庭事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 婚姻家庭事件の性質、特別な点 

   Ⅱ 婚姻家庭事件に参加する時の顧客に対して弁護士が必要とする内容 

   Ⅲ 離婚の時に求められる法律問題 

   Ⅳ 離婚事件おける子どもの願望を調査検討するスキル 
   Ⅴ 婚姻家庭事件における書類の研究 

   Ⅵ 婚姻家庭事件における証拠評価 

   Ⅶ 顧客の権利利益を擁護する方法の作成 
   Ⅷ 離婚事件における弁護士の論拠を審査して陳述するスキル 
  第 13 章 相続事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 相続事件の性質、特別な点 
   Ⅱ 各種の相続事件 

   Ⅲ 相続事件に参加する時の弁護士の認識 

   Ⅳ 相続に関する法律の規定 
   Ⅴ 証明を必要とする問題に関する証拠の収集、検査及び評価 

   Ⅵ 相続事件における弁護士の和解スキル 

   Ⅶ 民法と相続に関する特別法の関係 
   Ⅷ 相続に関する判例 

   Ⅸ 相続事件の顧客の権益擁護の方法の準備 
   Ⅹ 相続事件の法廷に参加するスキル 
  第 14 章 土地紛争事件における弁護士業のスキル  ５８ 
   Ⅰ 土地紛争訴訟事件の性質、特別な点   ５８ 
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   Ⅱ 土地紛争の判例     ８０ 

  第 15 章 契約外損害賠償事件における弁護士業のスキル   
   Ⅰ 契約外損害賠償事件の性質、特別な点 
   Ⅱ 各種の契約外損害賠償に関する紛争 

   Ⅲ 契約外損害賠償責任の発生根拠 

   Ⅳ 顧客の要請の受領と評価 
   Ⅴ 損害の確定の問題 

   Ⅵ 証拠の収集、検査、使用、評価 

   Ⅷ 書類の研究、顧客の権益擁護方法の作成 

  第 16 章 労働紛争事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 労働に関する紛争の性質、特別な点 

   Ⅱ 各種の労働紛争及び実際によくある労働紛争 
   Ⅲ 顧客の要請の受領と評価―労働紛争の判定及び状況の処理 

   Ⅳ 証拠の収集、検査、使用、評価 
   Ⅴ 労働紛争における和解 
   Ⅵ 書類の研究、顧客の権益擁護の方法の作成 
  第 17 章 商業事件における弁護士業のスキル 
   Ⅰ 商業の重要さ 

   Ⅱ その他の和解による紛争解決 

 
第 3 巻 「投資、経済、商業の領域におけるコンサルティング（諮問）に関する弁護士業の

スキル」      １ 
  第 1 章 コンサルティングに関する専門的スキルの紹介  １ 
   Ⅰ 事務弁護士に求められる共通の必須条件   １ 
   Ⅱ 相談文書の作成スキル     ５ 
   Ⅲ 契約交渉スキル     １２ 

   Ⅳ 契約書作成スキル     １８ 
  第 2 章 投資業務の相談     ２５   
   Ⅰ 投資プロジェクト及び関連要件    ２５   

   Ⅱ 投資許可手続      ２９ 

   Ⅲ 投資形式      ３０ 

   Ⅳ 投資制限      ３７ 
   Ⅴ 外国への投資      ４１ 

  第 3 章 企業設立の相談 
   Ⅰ 企業の種類選択 
   Ⅱ 企業設立 
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   Ⅲ 定款及び内部文書 

  第 4 章 企業買収の相談 
   Ⅰ 定款資本所有の方式による企業の買収 
   Ⅱ 財産売買の方式による企業の買収 

   Ⅲ 企業買収取引に関連を有する事項の受領 

  第 5 章 不動産の領域に関する相談    ４７   
   Ⅰ 共通事項      ４７   

   Ⅱ 民事不動産取引     ５２ 

   Ⅲ 不動産経営取引     ６２ 
   Ⅳ 海外定住のベトナム人、外国の組織、個人による住宅所有 ７１   
  第 6 章 建設の領域に関する相談    ７４ 
   Ⅰ 建設契約      ７４ 

   Ⅱ ベトナム法及び FIDIC に従った建設契約に関する規定 ７９  
  第 7 章 労働の領域に関する相談    ９０ 
   Ⅰ 労働契約      ９０ 

   Ⅱ 集団労働協約      ９６ 
   Ⅲ 就業規則、労働規律及び物的賠償責任   ９７ 

   Ⅳ 勤務時間、休憩時間     １０４   

   Ⅴ 賃金       １０８ 
   Ⅵ 労働争議      １１３ 
   Ⅷ 社会保険、医療保険、失業保険及び労災・職業病保険 １１９ 

  第 8 章 国際信用契約―主要条項の相談   １２４ 
   Ⅰ 各条項の説明      １２５ 

   Ⅱ 融資額      １２５ 
   Ⅲ 借入の目的      １２８ 

   Ⅳ 資金引出し      １２９ 
   Ⅴ 金利       １３０ 
   Ⅵ 各費用      １３３ 
   Ⅶ 国内外における貸付の通貨    １３４ 
   Ⅷ 債務の返済      １３６ 

   Ⅸ 税金及び増加費用     １３７ 
   Ⅹ 前提       １３８ 
   Ⅺ 実際の事由に関する表明及び保証   １３９ 
   Ⅻ 誓約（covenants）     １４０ 
   ⅩⅢ 不履行事由（events of default）及び是正措置（remedies） １４１ 
   ⅩⅣ 一般条項（boilerplate provisions）   １４３ 
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  第９章 知的所有権の相談 
   A 著作権及び関連する権利 
   Ⅰ 著作権 
   Ⅱ 関連する権利 
  B 工業所有権 
   Ⅰ パリ条約に従った工業所有権 
   Ⅱ ベトナム法令に従った工業所有権 
   Ⅲ ベトナムにおける工業所有職の実施 

  第 10 章 国際物品売買契約の相談    １４７ 
   Ⅰ 国際物品売買契約     １４７ 
   Ⅱ 国際物品売買契約の相談、交渉及び契約書作成スキル １５３ 
   Ⅲ 国際物品売買契約に関する紛争解決への参加スキル １６０ 
  第 11 章 商業に関する保護方法の相談 
   Ⅰ 商業に関する保護方法の紹介 
   Ⅱ 商業に関する保護についてのベトナム法令の規定 
 

以 上 
 


